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臨
床
懇
話
会

オ
フ
ィ
ス
サ
ー
ジ
ャ
リ
ー

と
し
て
の
形
成
外
科

め
、
一
般
診
療
所
に
お
い
て
切

開
排
膿
を
は
じ
め
皮
膚
の
で
き

も
の
（
腫
瘍
）
の
切
除
や
そ
の

他
外
科
的
処
置
の
依
頼
を
行
う

に
あ
た
り
病
変
部
位
に
よ
る
選

別
が
不
要
で
あ
る
こ
と
は
利
点

と
言
え
る
で
し
ょ
う
。

　

今
回
は
形
成
外
科
で
扱
う
疾

患
、
対
処
法
な
ど
他
の
診
療
科

の
先
生
方
に
知
っ
て
い
た
だ
く

講師の青木氏

中
で
手
間
の
か
か
る
外
科
的
処

置
を
行
う
の
は
な
か
な
か
困
難

で
あ
る
診
療
所
も
多
い
か
と
思

い
ま
す
が
、
そ
の
よ
う
な
と
き

に
近
隣
の
形
成
外
科
ク
リ
ニ
ッ

ク
に
気
軽
に
紹
介
し
て
み
て
は

い
か
が
で
し
ょ
う
か
。
形
成
外

科
の
場
合
、
体
表
面
に
関
し
て

は
頭
の
先
か
ら
つ
ま
先
ま
で
が

守
備
範
囲
と
な
っ
て
い
る
た

る
こ
と
が
多
い
か
と
思
い
ま

す
。
し
か
し
な
が
ら
再
建
を
伴

う
よ
う
な
大
掛
か
り
な
手
術
は

別
と
し
て
、
形
成
外
科
の
外
科

的
処
置
は
多
く
の
場
合
局
部
麻

酔
に
よ
る
処
置
や
手
術
で
可
能

で
あ
る
た
め
、
近
隣
の
診
療
所

と
の
診
診
連
携
が
で
き
れ
ば
患

者
さ
ん
に
と
っ
て
も
メ
リ
ッ
ト

は
大
き
い
で
し
ょ
う
。

　

最
近
で
は
形
成
外
科
を
標
榜

す
る
診
療
所
も
少
し
ず
つ
増
え

て
き
て
お
り
、
多
く
の
場
合
常

に
外
科
的
処
置
を
行
う
こ
と
の

で
き
る
体
制
は
整
え
て
い
る
と

研
究
部
は
７
月
１２
日
、
臨
床

懇
話
会
を
協
会
会
議
室
と
Ｗ
Ｅ

Ｂ
併
用
で
開
催
。
湘
南
台
青
木

形
成
外
科
ク
リ
ニ
ッ
ク
・
院
長

／
横
浜
市
立
大
学
医
学
部
・
臨

床
教
授
の
青
木
文
彦
氏
が
講
演

し
、
６９
名
が
参
加
し
た
。事
後

抄
録
を
掲
載
す
る
。

　

形
成
外
科
は
他
の
診
療
科
に

比
べ
て
比
較
的
新
し
い
診
療
科

で
あ
り
、
従
来
よ
り
他
科
と
の

協
力
体
制
に
よ
っ
て
診
療
を
行

う
こ
と
が
多
い
と
い
っ
た
側
面

を
持
っ
て
い
ま
す
。
し
た
が
っ

て
形
成
外
科
単
独
の
一
般
診
療

所
の
数
は
ま
だ
ま
だ
少
な
く
、

大
学
病
院
を
は
じ
め
総
合
病
院

ク
ラ
ス
で
の
診
療
科
設
置
が
多

く
、
形
成
外
科
紹
介
と
な
る
場

合
は
総
合
病
院
へ
の
紹
介
と
な

思
い
ま
す
し
、
手
術
室
ま
で
設

置
し
て
い
る
と
こ
ろ
も
多
い
は

ず
で
す
。
多
忙
な
日
常
診
療
の

歯
科
研
究
部
は
８
月
７
日
、

歯
科
臨
床
研
究
会
を
協
会
会
議

室
と
Ｗ
Ｅ
Ｂ
併
用
で
開
催
。
鶴

見
大
学
歯
学
部
ク
ラ
ウ
ン
ブ
リ

ッ
ジ
補
綴
学
講
座
教
授
・
小
川

匠
氏
が
講
演
し
、
１
５
６
名
が

参
加
し
た
。事
後
抄
録
を
掲
載

す
る
。

　

本
講
演
で
は
、
補
綴
治
療
に

事後抄録

お
け
る
咬
合
診
査
の
重
要
性
を

改
め
て
確
認
し
つ
つ
、
顎
口
腔

機
能
の
評
価
法
と
し
て
の
ゴ
シ

ッ
ク
ア
ー
チ
描
記
や
、
日
常
臨

歯
科
臨
床
研
究
会

ゴ
シ
ッ
ク
ア
ー
チ
検
査

～G
o
th

ic A
rch

描
記
か
ら
読
み
解
く

顎
機
能
と
咬
合
の
関
係
～

事後抄録

床
で
の
活
用
が
期
待
さ
れ
る
機

能
検
査
の
考
え
方
、
そ
し
て
そ

れ
ら
の
知
見
を
活
か
し
た
デ
ジ

タ
ル
補
綴
と
の
連
携
に
つ
い

て
、
臨
床
実
例
を
交
え
な
が
ら

ご
紹
介
し
た
。

　

初
め
に
、
鶴
見
大
学
ク
ラ
ウ

ン
ブ
リ
ッ
ジ
補
綴
学
講
座
に
お

い
て
我
々
が
進
め
て
い
る
デ
ジ

タ
ル
技
術
を
用
い
た
補
綴
治
療

シ
ス
テ
ム
を
も
と
に
、
咬
合
面

設
計
と
顎
運
動
情
報
の
統
合
に

つ
い
て
解
説
し
た
。
Ｃ
Ａ
Ｄ
／

Ｃ
Ａ
Ｍ
技
術
の
進
展
に
よ
り
、

ク
ラ
ウ
ン
や
ブ
リ
ッ
ジ
と
い
っ

た
補
綴
装
置
の
製
作
が
デ
ジ
タ

ル
で
完
結
す
る
よ
う
に
な
っ
た

一
方
で
、
そ
の
設
計
根
拠
と
な

る
咬
合
診
査
や
顎
機
能
の
定
量

的
把
握
が
ま
す
ま
す
求
め
ら
れ

て
い
る
。
な
か
で
も
、
個
々
の

患
者
に
適
し
た
咬
合
再
構
成
を

行
う
う
え
で
、
顎
運
動
を
理
解

し
、
そ
れ
に
調
和
し
た
補
綴
形

態
を
構
築
す
る
ア
プ
ロ
ー
チ

は
、
よ
り
機
能
的
か
つ
長
期
的

な
予
後
を
見
据
え
た
治
療
戦
略

　

診
療
所
・
病
院
の
経
営
は
、

過
去
に
類
を
見
な
い
ほ
ど
の

危
機
的
状
況
だ
。
２
０
２
４

年
度
診
療
報
酬
改
定
で
は
特

に
内
科
が
大
打
撃
、
２３
年
度

比
で
レ
セ
プ
ト
平
均
点
数
が

▲
１２
・
４
％
の
大
幅
減
だ
。

そ
し
て
こ
の
間
の
急
激
な
物

価
・
水
道
光
熱
費
等
の
上
昇

に
加
え
て
、
１０
月
か
ら
は
最

低
賃
金
の
引
き
上
げ
も
控
え

る
。
診
療
報
酬
は
「
公
定
価

格
」
で
あ
り
、
原
則
２
年
に

１
度
の
改
定
で
し
か
対
応
で

き
な
い
。
当
然
、
医
院
経
営

は
苦
し
さ
を
増
す
一
方
で
、

も
は
や
限
界
だ
。

　

医
療
団
体
か
ら
も
、
改
定

へ
の
切
実
な
要
望
が
出
さ
れ

て
い
る
。
日
医
や
全
国
知
事

会
は
早
急
な
期
中
改
定
の
実

施
、
日
病
は
入
院
基
本
料
１０

％
の
引
き
上
げ
等
を
要
望
。

全
自
病
は
「
自
治
体
病
院
の

９
割
が
経
常
赤
字
」
、
国
立

大
病
院
長
会
議
は
「
支
援
が

な
い
と
つ
ぶ
れ
か
ね
な
い
」

と
窮
状
を
訴
え
て
い
る
。
今

年
上
半
期
の
倒
産
件
数
は
、

１６
年
ぶ
り
の
高
水
準
だ
。
診

療
報
酬
は
こ
の
２０
年
間
で
累

計
１０
％
以
上
の
マ
イ
ナ
ス
で

あ
る
。

　

８
月
２７
日
の
中
医
協
総
会

で
は
２３
年
度
の
病
院
・
診
療

所
の
経
営
状
況
が
報
告
さ

れ
、
医
科
診
療
所
の
医
業
利

益
率
は
平
均
＋
６
・
９
％
、

歯
科
診
療
所
は
＋
４
・
１
％
、

病
院
が
▲
０
・
７
％
で
あ
っ

た
。
支
払
側
は
、
病
院
と
診

療
所
の
経
営
状
況
の
違
い
が

明
確
で
、
２６
年
度
改
定
で
は

メ
リ
ハ
リ
を
付
け
た
対
応
が

必
要
と
主
張
し
た
。
２６
年
度

改
定
を
議
論
す
る
の
で
あ
れ

ば
、
２４
年
度
改
定
後
の
経
営

実
態
で
判
断
す
る
べ
き
だ
。

２４
年
度
は
速
報
値
な
が
ら

も
、
医
科
・
無
床
診
療
所
（
医

療
法
人
）
は
▲
３
・
０
％
～

▲
２
・
０
％
で
、
大
き
く
状

況
は
異
な
っ
て
い
る
。

　

政
府
の
骨
太
の
方
針
に
よ

り
、
次
年
度
改
定
は
「
高
齢

化
に
よ
る
増
加
分
に
相
当
す

る
伸
び
に
こ
う
し
た
経
済
・

物
価
動
向
等
を
踏
ま
え
た
対

応
に
相
当
す
る
増
加
分
を
加

算
す
る
」
と
さ
れ
、
プ
ラ
ス

改
定
は
言
う
ま
で
も
な
い
。

焦
眉
は
〝
ど
れ
だ
け
の
プ
ラ

ス
が
勝
ち
取
れ
る
か
〟
で
あ

る
。
こ
れ
に
加
え
て
、
２６
年

６
月
改
定
前
の
「
期
中
改
定
」

も
不
可
欠
だ
。
次
年
度
改
定

ま
で
、
医
療
現
場
は
待
っ
て

い
ら
れ
な
い
。

　

協
会
で
は
今
秋
、
診
療
報

酬
改
定
「
大
幅
プ
ラ
ス
」
、

そ
し
て
「
期
中
改
定
」
を
求

め
る
院
長
署
名
に
取
り
組

む
。
さ
ら
に
患
者
向
け
の
署

名
「
地
域
住
民
の
医
療
を
受

け
る
権
利
を
保
障
す
る
た
め

に
医
療
機
関
の
維
持
存
続
へ

の
支
援
を
求
め
る
請
願
署

名
」
も
実
施
す
る
。
改
定
率

が
決
ま
る
年
末
ま
で
が
勝
負

で
あ
る
。
骨
太
の
方
針
に
楽

観
は
で
き
な
い
。
署
名
を
通

じ
て
会
員
、
そ
し
て
患
者
の

声
を
政
府
・
国
に
届
け
訴
え

よ
う
。
会
員
の
先
生
方
の
ご

協
力
を
お
願
い
し
た
い
。

診
療
報
酬
改
定
「
大
幅
プ
ラ
ス
」
、

期
中
改
定
を
求
め
る
！

署
名
運
動
等
、
ご
協
力
を
！

講師の小川氏

第26回医療・健康フェスティバル（市民向けイベント）

当日の「健康相談医」募集中！当日の「健康相談医」募集中！

医療・健康フェスティバルとは…？医療・健康フェスティバルとは…？
神奈川県保険医協会が定期開催している市民向けイベント。神奈川県保険医協会が定期開催している市民向けイベント。

会員の先生方による健康相談は毎年ご好評いただいています！会員の先生方による健康相談は毎年ご好評いただいています！

開催概要開催概要

日　 時日　 時 2025年10月19日（日）　午後1時から午後4時まで2025年10月19日（日）　午後1時から午後4時まで

場　 所場　 所 横浜そごう前・イベント広場横浜そごう前・イベント広場（新都市プラザ／横浜駅東口より徒歩3分）（新都市プラザ／横浜駅東口より徒歩3分）

テーマテーマ 「お金の心配なく、安心して医療にかかれる社会へ」「お金の心配なく、安心して医療にかかれる社会へ」

企　画企　画

①健康相談（医科・歯科・栄養相談）①健康相談（医科・歯科・栄養相談）

　※栄養相談は県栄養士会の協力のもと実施　※栄養相談は県栄養士会の協力のもと実施

②相談コーナー（医療費などの相談・情報提供など）②相談コーナー（医療費などの相談・情報提供など）

③医療に関するアンケート③医療に関するアンケート

④お楽しみ企画（マスコットとの写真撮影、景品が当たるくじ引き）④お楽しみ企画（マスコットとの写真撮影、景品が当たるくじ引き）

お問合せお問合せ 医療運動部会まで（ 医療運動部会まで（ TELTEL：045-313-2111）：045-313-2111）

　保険医協会では、第26回医療・健康フェスティバルを下記の通り開催致します。この催し　保険医協会では、第26回医療・健康フェスティバルを下記の通り開催致します。この催し

は、健康や医療制度に関心をもっていただくことを目的に、会員の先生方のご協力のもと、は、健康や医療制度に関心をもっていただくことを目的に、会員の先生方のご協力のもと、

医科・歯科の健康相談や医療に関する相談コーナー、アンケート回答で景品が当たるくじ医科・歯科の健康相談や医療に関する相談コーナー、アンケート回答で景品が当たるくじ

引き企画等をすべて無料で実施しています。例年、一般参加者は1000名超（延べ）、協力医引き企画等をすべて無料で実施しています。例年、一般参加者は1000名超（延べ）、協力医

の先生方にも「患者の本音が聞ける」と好評です。先生方のご参加をお待ちしております。の先生方にも「患者の本音が聞ける」と好評です。先生方のご参加をお待ちしております。

た
め
に
代
表
的
な
も
の
を
頭
頂

部
か
ら
足
の
趾
先
ま
で
供
覧
い

た
し
ま
し
た
。
こ
れ
に
よ
り
今

ま
で
は
総
合
病
院
に
紹
介
し
て

い
た
よ
う
な
症
例
も
近
隣
の
形

成
外
科
に
紹
介
す
る
と
い
う
選

択
肢
が
増
え
る
き
っ
か
け
と
な

り
、
診
診
連
携
の
幅
を
広
げ
る

こ
と
が
で
き
れ
ば
幸
い
で
す
。

＊
協
会

Ｈホ
ー
ム
ペ
ー
ジＰ

に
て
配
信
中

を
築
く
う
え
で
非
常
に
有
効
で

あ
る
と
い
え
る
。

　

次
に
本
題
で
あ
る
、
顎
口
腔

機
能
の
診
査
法
の
ひ
と
つ
で
あ

る
ゴ
シ
ッ
ク
ア
ー
チ
描
記
法
に

焦
点
を
当
て
、
そ
の
基
礎
的
な

原
理
か
ら
症
例
を
も
と
に
応
用

的
な
活
用
法
ま
で
取
り
上
げ

た
。
ゴ
シ
ッ
ク
ア
ー
チ
は
、
下

顎
の
前
後
・
側
方
運
動
を
記
録

し
、
運
動
軌
跡
の
交
点
で
あ
る

ア
ペ
ッ
ク
ス
ポ
イ
ン
ト
や
咬
合

位
と
の
関
係
を
分
析
す
る
こ
と

で
、
下
顎
の
運
動
特
性
や
咬
合

の
安
定
性
を
評
価
で
き
る
方
法

で
あ
る
。
特
別
な
機
器
を
用
い

ず
に
実
施
で
き
、
視
覚
的
に
動

き
を
捉
え
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、

補
綴
設
計
の
指
針
と
し
て
大
い

に
役
立
つ
。
義
歯
症
例
に
限
ら

ず
、
咬
合
支
持
が
限
局
し
た
症

例
や
、
咬
合
位
に
不
安
を
残
す

症
例
に
も
適
応
で
き
る
柔
軟
性

を
備
え
て
い
る
。
顎
口
腔
機
能

検
査
は
、
技
術
的
な
敷
居
が
高

い
と
見
ら
れ
が
ち
で
あ
る
が
、

目
的
と
手
順
を
明
確
に
す
れ

ば
、
限
ら
れ
た
時
間
内
で
も
効

率
的
に
実
施
す
る
こ
と
が
で
き

る
。

　

本
講
演
が
、
咬
合
診
査
や
機

能
評
価
の
重
要
性
を
再
認
識
す

る
き
っ
か
け
と
な
り
、
明
日
か

ら
の
診
療
に
小
さ
な
ヒ
ン
ト
を

持
ち
帰
っ
て
い
た
だ
け
た
の
で

あ
れ
ば
幸
い
で
す
。

　 2011年の福島第一原子力発電所

事故は、 広範囲にわたり深刻な被害

をもたらしました。 静岡県の浜岡原子

力発電所で重大事故が発生した場

合には、 神奈川県にも広範な影響が

及ぶ可能性があります。

　 南海トラフ巨大地震の危険性や能

登半島地震の教訓なども踏まえ、公害

環境対策部は静岡県と懇談することと

いたしました。10月14日（火）午後4時

から1時間程度、協会会議室とWEB

会議の併用で実施する予定です。

　 具体的には、▽神奈川県方面への放

射性物質の拡散、▽原発事故時の放

射性物質拡散シミュレーション、▽事故

発生の想定頻度、▽原子力発電所の

安全性向上に向けた県の取り組み体

制―などについて質問する予定です。

　 ご 関 心 の あ る 先 生 は10月10日

（金）正午までに、公害環境対策部ま

でご連絡ください （ TEL ：045 ‐313 ‐

2111）。

静岡県と懇談静岡県と懇談
ご関心のある先生はご連絡をご関心のある先生はご連絡を

原発事故時、
神奈川県方面への放射性物質拡散は？


